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 本課題は、中心対称な磁性体を舞台としたメロン・スキルミオンなどの新しいタイプの多重 Q

（波数）磁気スピン構造の探索と、磁場や電流、熱流の印加に対する新奇応答の探査を目指し

た研究である。特に、これらの多重 Q スピン構造の形成要素である磁気らせん間の相対的な

位相、あるいは結晶格子に対する相対的な位相の役割の解明とその制御に重点を置いた研究

計画である。 

 フェーズ１では、多重 Q 磁気スピン構造に伴う位相関係を分類し、これを制御する基礎を作

った上で、系の対称性に着目した手法に基づいた磁性の研究に精力的に取り組んでいる。特に、

近年研究が急進展している p 波磁性体の研究は興味深い。多くのテーマについて成果を出し

て、多数の論文として発表し、さらに研究室で多くの学生、ポスドクの研究を主導したことも高

く評価できる。 

 フェーズ２では、競争の激しい分野ではあるが、p 波磁性体などの挑戦的な研究に取り組み、

国際競争を意識しつつオリジナリティーを高めることで世界レベルでの自身の独自性を確立し

つつ、研究を発展させることに大きく期待する。 
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